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多摩区まちづくり協議会へのご意見、ご質問、プロジェ
クトへの参加申し込みはこちらへお願いします。時代に合った、ダイナミックな組織になってきた会の、広報誌・

ホームページを区民の皆さまが、併用してご覧になっていただ
ければと、学びながら、頑張って編集しております。
区民の皆さまのご意見・要望などもお待ちしています。（井上）

編
集
後
記

■まち協のホームページ　http://tamaku-machikyo.com/

たま今昔

たま今昔

現在も
同じ位置に踏切がある

区 制が敷かれてから
40年を経た多摩区の
昔の姿を探ります

その 4 

昔

今

昭和４６年
提供：川島常雄氏

　中野島駅ホームから立川方面を見た風景で

す。まっすぐな線路と踏切は変わっていません

が、周囲の建物は時代の変化を感じます。南武

線の列車ももちろん変わってはいますが、写真

全体としましては、その中に流れる空気はあま

り変わっていないように感じます。

ご自宅に眠っている、多摩区の昔の姿を捉えた写真を広報誌
に掲載しませんか？
ご提供いただける方は、事務局までご連絡ください！

中野島駅付近

「　　　　 」に掲載する昔の写真募集中！

　登戸ドレスメーカー学院で服飾教育 45 年の栗田佐穂

子氏（現副校長）は、平成 14 年度、川崎市最高峰の匠

として『かわさきマイスター』（洋裁・介護服）に認定

されました。教鞭をとる傍ら、20 年程

前から“糸の詩”を主宰し、

ボランテイア活動をしな

がら得た実体験から、“着

やすく・おしゃれ”な衣

服を開発し、「福祉服飾」

を全国に先駆けて提案さ

れました。商品開発のた

め、平成18年に「アソシエＣＨＡＣＯ」を立ち上げられ、

その後起業家オーディションに応募し“大賞”を取ると、

ビジネスとして本格的にやらなければならないと思うよ

うになったそうです。後継者育成にも努めら

れ、高校中退や不登校、ニートになり

回り道をしている若者たちが、“服

飾で生きる力”を身につけながら、

高校卒業資格も取得できる「ユニ

バーサル服飾高等学院」を 24

年４月に開校、実質 25 年４月

に１期生がスタートします。

たまの顔

左：車椅子用コート
右：らくらくKAWASAKI ネクタイ

・・・

会員数約１２０人。桜
の木を維持・管理す
るために昭和４９年に
結成されました。現
在の会員は皆６０歳
以上で、ぜひとも４０

年近い伝統を受け継ぐために、若い人たちに
入会してほしいそうです。年会費は２０００円
で、宿河原在住が条件となります。
入会を希望される方は以下の連絡先へ。

宿河原堤桜保存会

電話　044-933-7015（關山武男会長）

+
活動

宿河原堀に種々の桜 ごらんあれ！
　二ヶ領用水宿河原堤の桜並木は、川崎市の観光スポットから今や
関東有数の桜の名所としても知られるようになりました。約２km にわ
たって 400 本以上の桜が咲く風景はまさに圧巻です。

　昭和 34 年、中原区の井田堤から移植された桜は、育つにつれ
て虫の害を受けるようになり、それが沿線にある民家の庭の植木にも
被害を及ぼしました。住民の反対運動で一時は根絶の危機にも遭
いましたが、保存会の懸命な努力もあって、今では街のシンボルとし
て大きく育ちました。桜のほとんどはソメイヨシノですが、その他にも
シダレザクラ、ヤエザクラなどがあり、いろいろな桜を楽しめます。
生まれも育ちも川崎産というのが自慢です。桜の知名度が上がるに
つれて訪れる人は増えましたが、川のごみの数は減り続けています。
「マナーが良くなってきていることもうれしいことです」と、桜保存会
の關山（せきやま）会長は語っています。

　今年の桜まつりは４月７日（日）。１kmの桜並木の中を消防音楽隊、
カラーガード隊、吹奏楽、鼓笛隊など、総勢 300 人がパレードします。
美しい桜と、整備された川の流れのコラボレーション。ぜひとも一度、
お越しください。ただしお酒は少し控えめにお願いします。

多摩の

　風景 二ヶ領用水宿河原堀

サ
ク

ラ
の季節がやってくる

多摩区まちづくり協議会は、区民の自主的なまちづくり活動組織です。
区民が取り組む地域活動を、年４回発行でお知らせしています。

多摩区まちづくり協議会 2013年
（平成25年）３月 39

号

私たちのまちづくり　花祭りは４月８日の灌仏会（かんぶつえ）の通称です。
釈迦の誕生日に、花御堂をつくり、釈迦の誕生像に五
種類の香水、または五色水、甘茶など注ぎ、礼拝する
法会です。これは、釈迦の誕生を祝して竜王が香水を
注ぎかけたという伝説によります。日本では推古天皇の
時代から行われていたようで、平安時代になると宮中で
も行われました。甘茶はユキノシタ科の落葉低木で、６
月ごろあじさいに似た花が咲きます。甘茶の葉を干して
煎じた黄色の甘い飲み物です。花御堂は赤い椿の花、

ピンクの乙女椿、タンポポ、菜の
花などで御堂の屋根を美しく飾り、
釈迦の誕生像を据え置きます。
人々は長蛇の列に並び、順に甘茶
を像にかけ礼拝します。草だんご
や、草もちを仏様にお供えします。

～ 花祭り ～

またその甘茶で毛筆の字を書くと、字が上達すると言
い伝えられています。　　 　　　　　　　（川口キン）

＊釈迦　　　紀元前７～６世紀ごろ中部ネパールの中心
地、迦毘羅域に浄飯王の子として生まれま
した。ヒマラヤ山麓ネパールに居住してい
た部族、釈迦族の出身。仏教の開祖、世
界四聖の一人。姓はゴータマ名はシッダ
ルタ。誕生するなり、そのまま四方に七歩
を運んで「天が上、天が下、我こそ最も
尊い者なり、世に満つる諸々の苦しみを除
くものなり」と言われたそうです。29 歳
で出家。35 歳で悟りを得ました。80 歳
で入滅 (２月 15 日 ) するまで教化の旅を
続けました。

⑧ ①

至川崎
二ヶ領用水宿河原堀二ヶ領用水宿河原堀
住所：川崎市多摩区宿河原 6-14-1
交通：JR 南武線宿河原駅南口から
　　　徒歩２分（駅最寄りポイント）

緑化センター

至登戸

栗田佐穂子氏

たまの顔 着やすく・おしゃれに・
いきいきと♪


